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本書は、著者である仲田康一氏が東京大学大学院

教育学研究科に提出し受理された博士（教育学）学

位論文「学校運営協議会における保護者の位置」に

一部加筆修正を施して出版されたものである。学校

運営協議会が設置されたコミュニティ・スクールは、

2004 年の法制化以降普及し続け、現在、全国で 2000
校以上を数える。その学術的、また政策的・実践的

プレゼンスはますます増大していると言える。本書

は、インタビューと質問紙を用いた緻密な調査によ

り、学校運営協議会内部のポリティクスに着目しな

がらその機能状況を実証的に分析した、優れた研究

書である。 

本書を構成するのは、2部5章から成る本論と、「第

一章 問題の所在」、「終章 結論」である。「第Ⅰ部 

コミュニティ・スクールにおける保護者委員の位置」

は、全国質問紙調査、ケース・スタディ・データを

用いて、「①学校運営協議会における社会属性による

差異と保護者委員の劣位性の解明」（46 頁）という

研究課題を追及している。「第二章 コミュニティ・

スクールの全国的状況と委員の意識・活動」では、

全国質問紙調査をもとに、学校運営協議会委員の属

性の中で、協議事項に対する意見の反映度に対する 
影響力が大きいと考えられる社会階層要因・ジェン 
ダー・選出区分に着目し、それらの説明力を検討し 
ている。結論として、保護者、なかんずく女性保護 

者の劣位性が全国的な傾向として指摘されている。

「第三章 コミュニティ・スクールの特性と女性保

護者の位置」では、「女性保護者」の非活性状態とい

う傾向がどのように生じているかを、マルチ・サイ

ト・ケーススタディによって質的に検討している。 
なお、英米の研究では既に、学校ガバナンス機関

での委員間の積極性の差異の背景として、社会属性

に応じた所有資源の不均衡が指摘されているが、こ

うした説明が属性決定論ないし本質主義に陥る危険

性を著者は危惧し、以下の二点に着目している。第

一に、「学校支援型」である日本の学校運営協議会の

組織特性、第二に、「学校―保護者―地域住民」の三

者関係において保護者の劣位性が生じていくプロセ

スである。 
「第Ⅱ部 学校支援型コミュニティ・スクールに

よる『対外経営』と家庭教育」では、インタビュー・

観察・資料分析・アンケート調査を含んだ一つの学

校の総合的ケース・スタディを通じて、①の課題に

加え、「②学校支援型コミュニティ・スクールによる

『対外経営』が家庭教育にもたらすもの」（48 頁）

という課題を検討している。「対外経営」（佐藤［編

著］［2010］）、本書においてより詳細には「学校に対

する支援的な活動を保護者に求めるべく、保護者を

啓発する活動」（48 頁）がなされている学校（「事例

東」）を対象に、保護者啓発における特定の保護者像
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のつ⠊໬をࡄࡵる᱁ᕪと葛藤の生㉳とい࠺♫会ⓗᖐ

⤖が᳨ウされている。ࠕ➨ᅄ❶ ጤ⦰するಖㆤ者̿学

ᰯ㐠Ⴀ༠㆟会におけるࠗ↓ゝጤ員࠘のᡤ在ࠖでは、

学ᰯ㐠Ⴀ༠㆟会༠㆟会の㆟஦㘓分ᯒをもとに、஦౛

ᮾの学ᰯ㐠Ⴀ༠㆟会におけるಖㆤ者の఩⨨を᫂☜に

し、そのຎ఩ᛶを☜ㄆしている。➨ᅄ❶における学

ᰯ㐠Ⴀ༠㆟会のࠕ㆟஦のᵓ㐀ࠖとその要ᅉの᳨ウを

ཷけて、ࠕ➨஬❶ ࠗᑐእ⤒Ⴀ の࠘ᒎ㛤とಖㆤ者ጤ員

の఩⨨ࠖでは、学ᰯ㐠Ⴀ༠㆟会が⾜࠺ᨵ㠉のᒎ㛤と

ෆᐜであるࠕ㆟஦のෆᐜࠖを分ᯒしている。ලయⓗ

には、ࠕᑐእ⤒Ⴀ のࠖ඾ᆺ౛である、஦౛の学ᰯ㐠Ⴀ

༠㆟会がಖㆤ者のᐙᗞ教育にᑐしてၨⓎを⾜ࠕ࠺☜

ㄆ᭩ࠖの、ಖㆤ者ጤ員のࠕ↓ゝࠖの୰での導ධであ

る。ࠕ➨භ❶ ࠗᑐእ⤒Ⴀ࠘がもたらすものࠖでは、

ᐙᗞ⫼ᬒにᛂࡌた♫会ⓗ୙ᆒ⾮のᡤ在とᑐ❧のᡤ在

に着┠しながら、ࠕ☜ㄆ᭩ のࠖྲྀࡳ⤌ࡾが㠀༠㆟会ጤ

員のಖㆤ者にもたらしたものを᳨ウしている。その

⤖果、ࠕᑐእ⤒Ⴀ はࠖ㝵ᒙによってಖㆤ者の୙‶や୙

ᆒ⾮を生ࡌさࡏていたが、それを学ᰯ㐠Ⴀ༠㆟会に

ᑐして㞟ྜⓗなኌとしてᥦ♧しゎỴをồࡵるືきは、

学ᰯ㐠Ⴀ༠㆟会ෆ㒊のẕぶのຎ఩ᛶと、子どものே

㉁ព㆑やಖㆤ者┦஫のၥ㈐とい࠺要ᅉによࡾ、ඛ㗦

໬を㜼まれていた。 
 ホ者のឤࡌるとࡇろの本᭩のព⩏は、大別して௨

ୗの஧Ⅼである。➨一に、学ᰯ㐠Ⴀ༠㆟会における

ಖㆤ者のຎ఩ᛶとい࠺஦ᐇそのもののゎ᫂が挙げら

れる。ⱥ⡿のඛ⾜研究が᫂ら࠿にしてきた㔜要な論

Ⅼとしてのಖㆤ者の↓ᶒຊᛶとい࠺⌧㇟が、᪥本に

おいても生ࡌておࡾ、᱁ᕪと葛藤をもたらしている

ら࠿のἲไ໬࣮ࣝࢡࢫ・࢕ࢸࢽ࣑ࣗࢥ、とはࡇ 10
年௨上が㐣ࡂた௒、ᗈく☜ㄆされる࡭き஦㇟である

と⪃えられる。ࡇのࡇとは、࣮ࢡࢫ・࢕ࢸࢽ࣑ࣗࢥ

ࣝのᨻ⟇ⓗ・ᐇ㊶ⓗ関ಀ者にไ度のά用のあࡾ方に

教育、࠿いて෌⪃を㏕るᐇ㝿上のព⩏を᭷するほࡘ

♫会学や教育⾜ᨻ学࠿らの学ᰯ参ຍไ度にᑐする⌮

論ⓗなၥ㢟ᥦ㉳に、ᐇドⓗにᛂえるとい࠺ព࿡での

学⾡ⓗなព⩏をもᣢちྜࡏࢃている。さらに、ⱥ⡿

のඛ⾜研究がಖㆤ者と学ᰯの஧者関ಀを分ᯒのᑐ㇟

にᤣえているのにᑐし、本᭩では、ࠕᆅᇦఫẸ とࠖい

᪥本の学ᰯ㐠、ࡾとによࡇに着┠する⩌࣮ࢱࢡ࢔࠺

Ⴀ༠㆟会に特᭷のᛶ㉁を㗦くᥥき出しているࡇとも、

ホ౯される࡭き㔜要なⅬである。 
 ➨஧に、特ᐃのಖㆤ者ീのつ⠊໬を㏻ࡌた᱁ᕪと

葛藤の生㉳のࢫࢭࣟࣉに着┠した方ἲ論ⓗ༟㉺ᛶを

指᦬できる。ⴭ者が Hall（1996）を引いてᠱᛕする

とおࡾ、特ᛶᒓᛶの♫会ⓗ࿘⦕໬をᡤ᭷㈨※の多ᐻ

のࡳでㄝ᫂するࡇとは、ᒓᛶỴᐃ論ないしは本㉁୺

⩏に㝗ࡡ࠿ࡾない。学ᰯ㐠Ⴀ༠㆟会の࣐ࣟࢡ࢖・࣏

では特にዪࡇࡇ）に着┠し、特ᛶのᒓᛶࢫࢡ࢕ࢸࣜ

ᛶಖㆤ者）がຎ఩に⨨࠿れていくࢫࢭࣟࣉを⦓ᐦに

ᥥき出した本᭩は、࠺ࡇした༴᝹を方ἲ論ⓗに஌ࡾ

㉺えるものである。࠺ࡇしたព⩏は、᪤に同ᵝの㆟

論がᏑ在してきたⱥ⡿の学ᰯ̿ಖㆤ者㛫関ಀ研究に

ᑐしても♧၀を୚えるものであࡾ、また᪥本の学ᰯ

参ຍ研究を࠺ࡇした㆟論のὶれに引き付ける࠺えで

のỈ㊰とな࠺ࡾるものでもある。ලయⓗには、ⴭ者

は、J.Epstein（⡿）による、学ᰯとಖㆤ者の関ಀを

ある✀ྜ┠ⓗⓗにᤊえるᶵ⬟୺⩏ⓗな࣮ࢼࢺ࣮ࣃࠕ

論ࣉࢵࢩ にࠖᑐする、A.Lareau（⡿）、C.Vincent（ⱥ）、

R.Deem（ⱥ）の葛藤論ⓗなどⅬ࠿らのᢈุを引いて

いる。とࢃࡾけ、ᚋ者の⣔㆕の学ᰯ参ຍ研究は、⟶

ぢの㝈ࡾ᪥本において⵳✚が多いとはゝい㞴い。ⱥ

⡿の♫会学ⓗ研究の▱ぢを྾཰した本᭩は、᪥本の

学ᰯ参ຍ研究に᪂たなどゅをもたらし㆟論のඛ㠴を

 。࠺ける㔜要なᙺ๭をᢸっているとゝえるだろࡘ
 ḟに、本᭩にṧされたㄢ㢟とᛮࢃれるⅬにࡘいて

㏙࡭る。ⴭ者⮬身も指᦬するよ࠺に（267 㡫）、とࡾ

、ࡾのᑐ㇟஦౛が㝈ᐃされてお࢕ࢹࢱࢫ・ࢫ࣮ࢣけࢃ

௒ᅇの஦౛によってᚓられた▱ぢにࡘいて㐣度に一

⯡໬するࡇとはᅔ㞴であると⪃えられる。඲ᅜ㉁ၥ

⣬ㄪ査によって、学ᰯ㐠Ⴀ༠㆟会におけるዪᛶ・ಖ

ㆤ者ጤ員のຎ఩ᛶが඲ᅜⓗなഴྥとして᫂ら࠿にな

っているものの、௒ᅇの࢕ࢹࢱࢫ・ࢫ࣮ࢣにおいて

᫂ら࠿になったよ࠺な࣐ࢫࢡ࢕ࢸ࣏ࣜ・ࣟࢡ࢖がࢥ

られࡵにおいてᗈく一⯡にㄆ࣮ࣝࢡࢫ・࢕ࢸࢽ࣑ࣗ

るものである࠿にࡘいては、᩿ᐃはできないであろ

ࢥ、らは࠿のయ㦂ࢡ࣮࣡ࢻ࣮ࣝ࢕ࣇホ者⮬身の。࠺

ではないものの、学ᰯ支援ᆅ࣮ࣝࢡࢫ・࢕ࢸࢽ࣑ࣗ

ᇦ本㒊をタ⨨するᑠ学ᰯにおいてዪᛶ・ಖㆤ者ጤ員

が大きなⓎゝຊをᣢって学ᰯのάືにᦠࢃっている

なே㛫関ಀにおけるᶒࢺࢵ࢙࢘。もぢられたࢫ࣮ࢣ

ຊᵓ㐀にᑐするⴭ者の༴᝹にᑐし、ホ者ಶேはඹឤ
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ḟに、本᭩にṧされたㄢ㢟とᛮࢃれるⅬにࡘいて

㏙࡭る。ⴭ者⮬身も指᦬するよ࠺に（267 㡫）、とࡾ

、ࡾのᑐ㇟஦౛が㝈ᐃされてお࢕ࢹࢱࢫ・ࢫ࣮ࢣけࢃ

௒ᅇの஦౛によってᚓられた▱ぢにࡘいて㐣度に一

⯡໬するࡇとはᅔ㞴であると⪃えられる。඲ᅜ㉁ၥ

⣬ㄪ査によって、学ᰯ㐠Ⴀ༠㆟会におけるዪᛶ・ಖ

ㆤ者ጤ員のຎ఩ᛶが඲ᅜⓗなഴྥとして᫂ら࠿にな

っているものの、௒ᅇの࢕ࢹࢱࢫ・ࢫ࣮ࢣにおいて

᫂ら࠿になったよ࠺な࣐ࢫࢡ࢕ࢸ࣏ࣜ・ࣟࢡ࢖がࢥ

られࡵにおいてᗈく一⯡にㄆ࣮ࣝࢡࢫ・࢕ࢸࢽ࣑ࣗ

るものである࠿にࡘいては、᩿ᐃはできないであろ

ࢥ、らは࠿のయ㦂ࢡ࣮࣡ࢻ࣮ࣝ࢕ࣇホ者⮬身の。࠺

ではないものの、学ᰯ支援ᆅ࣮ࣝࢡࢫ・࢕ࢸࢽ࣑ࣗ

ᇦ本㒊をタ⨨するᑠ学ᰯにおいてዪᛶ・ಖㆤ者ጤ員

が大きなⓎゝຊをᣢって学ᰯのάືにᦠࢃっている

なே㛫関ಀにおけるᶒࢺࢵ࢙࢘。もぢられたࢫ࣮ࢣ

ຊᵓ㐀にᑐするⴭ者の༴᝹にᑐし、ホ者ಶேはඹឤ

��� 

᭩ホ㸸௰⏣ᗣ一ⴭ࣮ࠗࣝࢡࢫ・࢕ࢸࢽ࣑ࣗࢥの࣏ࣜ࠘ࢫࢡ࢕ࢸ 

をᢪいているが、学ᰯ㐠Ⴀ༠㆟会ไ度に本᮶ⓗにᮇ

ᚅされる࣏ࣈ࢕ࢸࢪなࠕຠ果ࠖが㢧在するࢫ࣮ࢣも

少な࠿らࡎᏑ在するのであろ࠺と⪃える。 
 もっとも、࠺ࡇした஦౛の㝈ᐃᛶは、ⴭ者が一ᰯ

にࡘいてのヲ⣽な࢕ࢹࢱࢫ・ࢫ࣮ࢣに㈝やした⭾大

なປຊをᛮえば⮳ᴟᙜ↛の஦㇟である。ᵝࠎな஦౛

を཰㞟し、その࢚ࢫࣥࢭࢵをᢳ出して඲ᅜⓗな࣑ࢥ

、のືྥに఩⨨付けていくస業は࣮ࣝࢡࢫ・࢕ࢸࢽࣗ

ⴭ者ಶேとい࠺よࡾはࡴしろᚋ㐍の研究者にㄢࡏら

れた౑࿨であるともゝえるだろ࠺。そのព࿡でも、

㆟論のỈ⬦をᣅいた本᭩のຌ⦼は大きなものである

と⪃えられる。 
 ௨上㏙࡭てきたよ࠺に、学ᰯ㐠Ⴀ༠㆟会における

ಖㆤ者の఩⨨に着┠しながら、ࢡࢫ・࢕ࢸࢽ࣑ࣗࢥ

࣮ࣝの࣏ࣜࢫࢡ࢕ࢸをᕦࡳにᥥき出した本᭩は、

ᵝࠎな⨾Ⅼを᭷するⰋ᭩である。学⾡関ಀ者のࡳな

ら࣮ࣝࢡࢫ・࢕ࢸࢽ࣑ࣗࢥ、ࡎのᨻ⟇ⓗ・ᐇ㊶ⓗ関

ಀ者、そしてಖㆤ者など、ᗈく一⯡に一読を⸀ࡵた

い。 
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